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　11月に入り，新型インフルエンザ感染は，ますます拡大し，
全国約5000カ所の定点医療機関から寄せられたインフルエ
ンザ患者の報告数が，大流行を示す「警報レベル」の1施設
あたり30を超えました．今年の冬は，一体どうなることや
ら心配です．私も，呼吸器学会のインフルエンザ対策による
重症呼吸不全対策担当であるため，6月から国内外の情報収
集や発信などの対応を行ってきましたが，日々の情報の変化
に対応するのは大変です．秋の欧州の学会では，満床になっ
たICUの患者をどのようにトリアージするか，限られた数の
人工呼吸器を誰に着け，誰から外すかが真剣に議論されてお
り，やや背筋の寒い思いをしましたが，ようやくワクチン接
種が開始され，最小限の拡大で終息することを願うのみです．
　さて，今回は，英文原著2編，和文原著1編，症例報告3
編のほか，特集として「先端医療」を企画しました．9つの
講座に原稿をお願いし，各領域における先端医療の実情をま

とめていただきました．特に，移植医療，再生医療の進歩は
めざましいものがあり，すでに，本学において実施され日本
さらには世界をリードしている領域もあると思いますし，現
在，臨床施用に向けて研究中の領域もあると思いますが，大
学病院としての高度先進医療への取り組みが把握できる企画
だと思います．また，最近，医学の進歩はめざましく，新し
い治療法，診断法の開発応用が急速に進んでいます．そのよ
うな中で自身の専門領域の進歩も十分に把握するのが困難な
状況ですが，他領域の進歩を知ることは，得てして，大きな
ヒントをもたらしてくれるものであり，本号のような特集は，
意義が高いものと思います．今回は，紙面の都合上，一部の
講座のみに原稿をお願いしましたが，まだまだ，沢山の講座
で先端医療の実施あるいは研究がなされていると思いますの
で，特集以外にも是非，次の機会に本誌にご投稿しご紹介い
ただければ幸いです．� （石井芳樹）
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